
稼動をはじめた光植物工場�
室内のナトリウム灯で植物を栽培します。�

土を使わず、無農薬栽培ができます。�

廃棄物をださない、生産性が高いなど�

次世代の技術です。（関連記事４ページ）�

特集●平成12年度予算�

飯田市の人口（3/1現在）�
■人口＝106,894人�
（前月比＋5）�
男51,329人女55,565人�

■世帯＝34,661戸�
（前月比＋22）�

●発行・編集：飯田市役所企画部秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４  TEL.０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１�
●テレホンガイドいいだ／TEL.（２２）９５５５　●インターネット http://www.city.iida.nagano.jp/
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広報いいだ 4.1号〔2〕�

一般会計一般会計383億8,000万円　特別会計万円　特別会計473億2,037万円万円�一般会計383億8,000万円　特別会計473億2,037万円�

　
平
成
12
年
度
の
予
算
が
決
定

し
ま
し
た
。�

　
市
の
基
本
的
な
経
費
を
定
め

た
一
般
会
計
は
、総
額
3
8
3
億

8
千
万
円
。
特
定
の
事
業
に
か

か
る
経
費
を
定
め
た
特
別
会
計

は
、介
護
保
険
の
特
別
会
計
を

加
え
、総
額
4
7
3
億
2
千
万

円
余
。
総
額
で
は
約
8
5
7
億

円
の
予
算
で
す
。�

　
景
気
の
低
迷
で
、厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
配

分
し
、福
祉
や
環
境
、教
育
な
ど

生
活
に
直
結
す
る
分
野
と
、将
来
、

市
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
都
市
づ
く
り
や
産
業
づ
く

り
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。�

●市民税は、恒久的減税や景気低迷の影

響で減収見込み。�

●今まで順調だった固定資産税は、評価

替えの影響により減収見込み。�

●足りない部分は基金（貯金）を取り崩して

まかないました。�

●基金残高も残り少なくなってきました。�

●福祉や環境、上下水道事業など、市民生

活に直結する事業に積極的に対応しました。

●市街地再開発事業や子供のもり公園整

備事業、道路改良事業など、都市の基盤整

備に力を入れました。�

市税�
129億3,500万円�

（33.7％）�

地方交付税�
98億円（25.5％）�

地方債�
29億8,910万円（7.8％）�

国庫支出金�
29億5,998万円（7.7％）�

分担金・負担金�
14億2,554万円（3.7％）�

諸収入�
23億6,449万円（6.2％）�

県支出金�
16億1,068万円（4.2％）�

繰入金�
10億6,851万円（2.8％）�

土木費�
62億4,008万円�

（16.3％）�

民生費�
76億9,351万円�

（20.0％）�

公債費�
55億4,830万円�

（14.5％）�
教育費�

40億2,068万円（10.5％）�
衛生費�
38億8,351万円（10.1％）�

農林水産業費�
23億1,427万円（6.0％）�

商工費�
33億2,536万円（8.7％）�

消防費�
13億6,432万円（3.6％）�

総務費�
32億1,967万円（8.4％）�

歳　入�歳　入�

歳　出�歳　出�

その他�
32億2,670万円（8.4％）�

その他�
7億7,030万円（1.9％）�

●一方職員数の削減や、諸手当の削減に

より、人件費を昨年に比べ１.９％減額しました。

●公債費（今までの市の借入金返済）は昨

年と比べ、４.５％増と年々増加しています。�

▼
問
合
せ
　
財
政
課�

　
内
線
２
２
３
１�

一般会計予算額�一般会計予算額�

歳入の特徴�

歳出の特徴�

歳入の特徴�

歳出の特徴�歳出の特徴�

整備が進む風越山麓子供のもり公園�



広報いいだ 4.1号〔3〕�

特集　平成12年度当初予算

主な事業の紹介�

産業づくり�

都市づくり� 人づくり�

起業家の支援、ベンチャー企業の育成など、新
産業を創出する事業�

○飯田工業技術大学開催  　　         （９４９万円）�
○ベンチャー企業支援  　　      　（４３０万円）�
○新たな産業の立ち上げ支援 　　   　（１，０００万円）�

新しい観光ニーズにこたえ、農山村地域の活力
を高める事業�

○農村交流施設・体験農園施設の建設　 （３，６５０万円）�
○ふるさと農道の整備 　　　　  　（６億１，８１０万円）�
○千代のよこね田んぼの整備　　　　　（１，０００万円）�

中心市街地に活力を呼び起こすきっかけづくり
のための事業�

○市街地再開発組合への補助　　    （３億７，０００万円）�
○再開発ビルの２・３階を地域交流センターとして取得�
　　　　　　                      　　　（１０億４，２００万円）�
○銀座３丁目共同ビル建て替え支援         （１，０００万円）�

介護保険制度の実施と従来のサービス水準を低
下させないための事業�

○介護保険支給限度額を超える人へのホームヘルプサ 
　ービス　　　　　　　　　　　　　　（１，７２８万円）�
○介護保険対象外となった人へのホームヘルプサービス
　やデイサービス　　　　　　　　 　　（３,９８９万円）�
○介護保険利用者の負担軽減　　　  　（１，８２０万円）�

少子化対策の事業�
○乳幼児医療給付を条件付きで４歳児までに対象拡大
　　　　　　　　                        （総額１億４２５万円）�
○児童手当を就学前児童まで対象拡大�
　　　　　　                     　　（総額２億６，７３２万円）�
○第３子以降の保育料軽減を５％から１０％へ拡大�

○市民バスの充実　　　                 　　（２，４４４万円）�
○チャイルドシート購入補助　                  　（３００万円）�
○手づくり広場設置補助　　               　　（１４０万円）�
○道路維持と新設改良                    （１４億７，３３０万円）�

ごみ処理の手数料を活用し、ごみのリサイクル
やエコライフを推進するための事業�

○ガイドブックの配布やごみ集積場の看板設置など�
　リサイクルの推進　　　　　　　　 　（１，７２０万円）�
○モデル地区によるエコライフの推進　   　（１００万円）�
○てんぷら油等の再資源化調査研究             （５０万円）�
○生ごみ処理機器購入助成                     （１，０００万円）�
○プラスチック容器等の分別収集             （２，４８９万円）�

○教育用コンピュータ整備　　                （８，６８６万円）�
○追手町小、竜東中、松尾小の校舎等の大規模改造�
　　　　　　　　　　                  　（１億６，４０８万円）�
○竜丘公民館の移転改築　          　（４億９，０５２万円）�

基本構想実現のために基本構想実現のために

特に市民のみなさんから
要望の多い事項
特に市民のみなさんから
要望の多い事項

会計別予算額�会計別予算額�
億� ％�万円�

会 計 名 �

一 般 会 計 �

計�

予算額� 増減� 主な内容�

特

別

会

計

�

老人保健�
介護保険�
地方卸売市場事業�
駐車場事業�
墓地事業�
簡易水道事業�
天竜川治水対策事業�
農業集落排水事業�
下水道事業�
介護老人保健施設事業�
上郷地区有線放送電話事業�
病院事業�
水道事業�
特別会計の計�
�

383 8,000�
60 0,076�

193�
99 0,318�
41 1,080�
1,731�
6,061�
890�

8 8,200�
39 8,110�
12 8,550�
57 5,700�
2 1,637�
2,466�

122 3,125�
28 3,900�
473 2,037�
857 0,037

�
保険給付費、老人保健拠出金、介護納付金�
�
医療給付費�
保険給付費�
�
�
�
米川、法山、上久堅�
盛土事業、面整備事業�
船渡、上久堅中央、更生太田�
管渠整備、浄化管理センター整備、川路、竜丘�
�
�
病院総合情報システム、医療機器整備�
創設第７期事業�

△0.1�
2.8�
8.4�

△7.8�
皆増�
△1.0�
△15.4�
△3.8�
△12.1�
7.5�
1.6�
5.5�

△1.8�
△11.4�
△2.8�
7.7�
8.6�
4.5

直診勘定�
事業勘定�

国民健康�
保　　険�

介護保険制度のスタート�

環境関連産業の工場立地支援�



光植物工場実験始まる�

初収穫のサラダ菜 味は上々�

第５回市民のつどい�

いま輝いて女と男�

　光植物工場は太陽光をまったく当て

ず、ナトリウム光を使い野菜などを水耕

栽培する施設。環境関連産業の創造

をめざした取り組みの一つです。サラダ

菜は種をまいてから30日で初収穫。露

地物と比べてほとんど遜色のない出来

でした。�

　男女共同参画社会をめざして、2月

27日文化会館で開かれました。�

午前中のシンポジウム、昼の寸劇とミ

ニコンサート、午後からは宇宙飛行士

向井千秋さんの夫の万起男さんによ

る講演が行われました。�

広報いいだ 4.1号〔4〕�

ひと�ひと�



「アップルキッズの森」と命名�

龍江小学校にりんご園�

語り合い、異国文化を見つけよう�

飯田国際交流を語るつどい�
伊那谷に春を告げる�

時又初午裸まつり�

　3月5日、市内に住んでいる外国人のみなさんら約

100人が参加しました。ビンゴゲームやフォークダンス

で心をほぐしたあと、各国の文化や祭りについて語り

合い、交流を楽しみました。�

　3月2日に開園式が行われ、龍江小

児童、龍江保育園児、後援会の皆さん

が植樹セレモニーを行いました。�

　このりんご園は、元飯田市長の故清

水重美さんが、生前「青少年の健全育

成」のためにと寄付された遺志を受け

つくられたものです。�

　3月12日、時又港で行われました。裸の若者がオンス

イ・オンスイのかけ声で、まだ冷たい天龍川に入ると、

観客から大きな声援があがり、周囲のカメラマンは夢

中でシャッターを切っていました。�

広報いいだ 4.1号〔5〕�



広報いいだ 4.1号〔6〕�

健康と福祉のページ�

現
代
版�

現
代
版�

医
科
に
外
科
、
内
科
、
耳
鼻

科
な
ど
色
々
な
科
が
あ
る
よ
う

に
、
一
般
的
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
歯
科
に
も
抜

け
て
し
ま
っ
た
歯
の
代
わ
り
に

入
れ
歯
や
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
を
入

れ
る
補
綴
（
ほ
て
つ
）
科
、
歯

の
神
経
を
治
療
す
る
保
存
科
、

歯
槽
膿
漏
の
治
療
を
受
け
持
つ

歯
周
病
科
、
歯
並
び
を
直
す
矯

正
科
、
小
児
歯
科
な
ど
多
く
の

科
が
あ
り
ま
す
。�

歯
科
口
腔
外
科
も
そ
の
中
の

一
つ
で
、
顎
骨
や
口
腔
に
発
生

し
た
腫
瘍
を
切
除
し
た
り
、
顎

の
骨
折
や
顎
骨
周
辺
の
化
膿
性

炎
症
を
治
療
す
る
な
ど
主
に
手

術
を
担
当
す
る
科
で
す
。�

ま
た
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
な

ど
全
身
疾
患
を
持
つ
人
の
抜
歯

処
置
な
ど
も
受
け
持
ち
ま
す
。

そ
の
た
め
必
然
的
に
他
の
科
か

ら
の
紹
介
や
救
急
患
者
さ
ん
の

割
合
が
高
く
な
り
ま
す
。�

手
術
に
際
し
て
全
身
麻
酔
を

か
け
た
り
入
院
が
必
要
に
な
る

重
症
例
も
多
く
あ
る
た
め
、
他

の
科
が
主
に
歯
科
医
院
の
仕
事

で
あ
る
の
に
対
し
、
歯
科
口
腔

外
科
の
診
療
は
病
院
の
役
割
に

な
り
ま
す
。
手
術
や
抜
歯
の
終

了
し
た
患
者
さ
ん
は
歯
科
医
院

に
戻
っ
て
も
ら
っ
て
補
綴
処
置

を
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り

ま
す
。�

最
近
か
か
り
つ
け
医
と
病
院

の
機
能
分
担
が
言
わ
れ
て
き
て

い
ま
す
が
、
歯
科
の
世
界
で
は

以
前
か
ら
こ
の
よ
う
に
診
療
所

と
病
院
の
役
割
、
専
門
分
野
が

明
確
に
分
か
れ
て
お
り
、
ま
た

診
療
所
と
病
院
の
協
力
体
制
、

い
わ
ゆ
る
病
診
連
携
も
確
立
さ

れ
て
い
ま
す
。�

市立病院　歯科口腔外科�
峯村俊一 医師�

病
院
歯
科
口
腔
外
科
の
役
割�

養
生
訓�

結核は過去の病気として忘れ去られようとしていますが、�
今なお、毎年4万人以上の患者が新たに発生し、�
約3千人が命を落としています。�
結核は早期発見が大切です。�
今年も4～5月に結核健診を各地区で行いますので、�
必ず受診するようにしましょう。�

楽しく脳を使って痴ほう予防�

　洋服が着られない、道に迷う、家族がわからな

い、失禁といった症状は、重い痴ほうであり、ここ

まで進んでしまうと治すことはほとんど不可能です。�

　痴ほうもやはり、早期発見・早期治療が大切で

す。ぼけは急にやってきません。いつも居眠り、頑

固になった、生活がだらしない、意欲がなくぼんや

りしてゴロゴロしている、指示がなければ何もしな

いなど、痴ほうの初期の症状がありましたら、地区

の保健婦にご相談ください。�

　痴ほうを予防するには、脳全体を使うことが大

切です。歩くことは脳の運動領域を活性化させ、

ゲームや旅行、絵や歌などの趣味、それらを通じ�

たおしゃべりは、右脳そしておでこの部分の前頭

葉も活性化させます。�

　ぼけないで、かくしゃくと生きていくためには、楽

しいことをどんどんすること、生きがいを持つこと

が大切です。�

　飯田市では、現在61か所で高齢者を対象に

「いきいきリハビリ」を実施しています。いきいきリ

ハビリに参加すると脳全体を使って楽しい時間が

過ごせます。ぜひ、ご参加ください。また、近所に、

閉じこもりがちなお年寄りがいましたら、お誘いく

ださい。申し込みは地区の保健婦までお願いし

ます。�

■問合せ　保健厚生課　保健指導係　内線5344

�



広報いいだ 4.1号〔7〕�

市民の広場�
日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�

「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

わ
た
し
の
ゆ
め�

ぼ
く
の
ゆ
め�

わ
た
し
の
ゆ
め�

ぼ
く
の
ゆ
め�

お
父
さ
ん
み
た
い
に�

市
長
の�

サ
ー
ク
ル
訪
問�

　
飯
田
文
化
協
会
は
市
民
の

舞
台
芸
術
創
造
活
動
の
進
展

を
目
指
し
て
、
昭
和
六
十
二

年
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
十
二

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

平
成
三
年
に
は
栄
あ
る
ム
ト

ス
飯
田
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。�

　
私
た
ち
の
最
大
の
事
業
は
、

毎
年
十
一
月
の
日
曜
日
・
祝
日

に
文
化
会
館
と
人
形
劇
場
を
会

場
に
行
う
「
伊
那
谷
文
化
芸
術

祭
」
で
す
。
こ
の
芸
術
祭
は
飯

田
下
伊
那
の
ア
マ
チ
ュ
ア
が
舞

台
芸
術
発
表
す
る
場
で
あ
り
、

合
唱
、管
弦
楽
、吹
奏
楽
、演
劇
、

人
形
劇
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な

ど
多
彩
。
出
演
者
も
保
育
園

児
か
ら
シ
ル
バ
ー
世
代
ま
で
。

昨
年
の
第
十
三
回
は
出
演
団

体
九
十
一
、出
演
者
数
二
千

二
百
人
、鑑
賞
者
は
、一
万
人

に
達
し
ま

し
た
。
今

年
は
百
団

体
を
目
標

に
ス
タ
ッ

フ
を
充
実

さ
せ
て
取

り
組
み
ま

す
。�

　「
強
く
な
っ
た
ね
ー
」

と
お
父
さ
ん
が
言
っ
た
。
私
は

う
れ
し
か
っ
た
。
一
年
生
か
ら

こ
の
五
年
間
、
ず
っ
と
卓
球
を

が
ん
ば
っ
て
き
た
か
ら
だ
。

　
お
父
さ
ん
は
と
て
も
強
い
。

長
野
県
で
何
度
も
一
位
に
な
っ

た
。
で
も
、
強
く
な
る
た
め
に

人
よ
り
ず
っ
と
練
習
を
し
た
。

　
私
は
、
そ
ん
な
お
父
さ
ん
を

み
な
ら
い
、
強
く
な
り
た
い
。

人
の
二
倍
も
三
倍
も
練
習
し
、

県
大
会
に
出
ら
れ
る
く
ら
い
、

強
く
な
り
た
い
。

　
だ
か
ら
、
一
週
間
に
一
度
し

か
な
い
卓
球
の
練
習
も
、
真
剣

に
、
が
ん
ば
り
た
い
な
！

串
原　
愛
絵
さ
ん（
竜
丘
小
６
年
）�

こ
ん
な
公
園
あ
っ
た
ら
い
い
ナ
�

 

山
本
小
6
年
2
組
児
童
の
み
な
さ
ん  

　
山
本
小
６
年
２
組
の
児
童
が
、

す
て
き
な
公
園
づ
く
り
に
つ
い

て
、
市
長
に
「
提
言
」
し
て
く

れ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
調
査
し
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
ま
と
め

た
も
の
で
す
。�

　
場
所
は
杵
原
広
場
あ
た
り
（
山

本
中
学
校
跡
地
）
を
想
定
。
真

ん
中
に
大
き
な
噴
水
が
あ
っ
て
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
動
物
と
の
ふ

れ
あ
い
広
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
や
卓
球
場
、
地
域
全
体
を
見

渡
せ
る
高
台
、
そ
れ
に
「
山
本

記
念
館
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
公
園
の
何
よ
り
の
特
長

は
、「
人
に
や
さ
し
い
」
こ
と
。

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
に
も
安

心
し
て
楽
し
く
使
え
る
公
園
に

な
る
よ
う
、
工
夫
し
た
こ
と
で

す
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
手
す
り
、

ベ
ン
チ
な
ど
を
い
た
る
所
に
配

置
し
た
り
、
目
の
不
自
由
な
人

の
た
め
に
、
花
の
香
り
に
ま
で

着
目
し
た
り
し
て
い
ま
す
。�

　
聞
き
終
わ
っ
た
田
中
市
長
は

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

行
政
の
大
切
な
課
題
で
す
。
皆

さ
ん
の
意
見
は
と
て
も
参
考
に

な
っ
た
。
大
人
に
な
っ
て
も
今

の
考
え
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
感
想
を
述
べ
、
今
、
建
設
中

の
「
風
越
山
麓
子
供
の
も
り
公

園
」
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。�

生
の
舞
台
っ
て
い
い
よ
ね
　飯
田
文
化
協
会
�

ま
な
　
え
�

ム
ト
ス
受
賞
団
体
の
活
動
を
紹
介�



広報いいだ 4.1号〔8〕�

▼
日
時
　
４
月
１６
日
a�

※
雨
天
の
場
合
は
４
月
２３
日
a�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

▼
場
所
　
飯
田
市
動
物
園�

▼
対
象
　
保
育
園
児
、幼
稚
園

　
児
、小
・
中
学
生�

▼
画
材
　
画
用
紙
、ク
レ
ヨ
ン
、

　
ク
レ
パ
ス
、マ
ッ
ト
水
彩
絵

　
の
具
な
ど
自
由（
油
絵
は
除

　
く
）。指
定
四
つ
切
り
画
用
紙

　
を
使
用
の
こ
と
。�

○
指
定
画
用
紙
は
、当
日
動
物

　
園
で
販
売
し
ま
す
。１
枚
３０
円�

▼
賞
　
特
選
３２
点
ほ
か�

　
特
選
は
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
へ
出

　
品
参
加
し
ま
す
。�

▼
そ
の
他
　
作
品
に
は
学
校
名
、

　
学
年
、氏
名
、年
齢
を
明
記
の

　
こ
と
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
市
動
物
園�

　
1（
２
２
）０
４
１
６�

　「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、第
２４
回
飯
田

都
市
緑
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
�

○
４
月
２２
日
g
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
３０
分
�

○
４
月
２３
日
a
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
３０
分
�

▼
場
所
　
ア
イ
パ
ー
ク
�

　
（
飯
田
駅
横
）
�

▼
主
な
催
し
�

○
西
洋
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
無
料
配
布

　
２２
日
・
２３
日
と
も
午
後
１
時

　
に
苗
木
引
換
券
の
配
布
、
午

　
後
１
時
３０
分
か
ら
苗
木
の
配

　
布
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
配
布

　
終
了
後
、
引
換
券
を
使
っ
た
花

　
木
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
�

○
苗
木
、
花
木
、
盆
栽
の
即
売

　
会
、
盆
栽
展
、
モ
デ
ル
庭
園

　
の
展
示
、
せ
り
市
、
金
魚
す

　
く
い
　
な
ど
�

▼
問
合
せ
　
都
市
整
備
課
�

　
内
線
２
７
３
３�

お
知
ら
せ�

乳幼児福祉医療の助成対象が�
所得税非課税世帯の4歳児まで拡大�

市では、子育てを支援する事業の一環として、乳幼児医療費の助成範囲を
拡大します。対象の方は手続きをしてください。�

■対象　従来の3歳までの児童全員に加え、
所得税非課税世帯の4歳児まで対象とし
ます。�
�
�
�
�
�
�
■実施時期　平成12年4月診療分の医療
費から対象になります。�
■申請方法　医療費の助成を受けるため
には、受給者証が必要です。次により申
請してください。�
○申請要件　世帯全員が所得税非課税で、
平成7年4月1日以降に生まれたお子さん。�
○申請場所　市役所国保年金課または各支

所（用紙を用意してあります）�
○持ち物　対象児童が記載された健康保険
証、振込口座が分かるもの�
※平成11年1月2日以降に転入された方は、
所得税非課税世帯であることを確認する
ため、源泉徴収票、確定申告書または前
住所地へ提出した市県民税申告書の写が
必要です。�
■所得要件　世帯全員が所得税非課税で
あること�
　4月～6月診療分は平成10年度所得、7
月分以降は平成11年度所得が対象とな
ります。�
※所得税非課税の目安　年末調整後の源
泉徴収税額がない方、所得税の確定申告
で所得税がない方又は、ほかに所得がな
く市民税の申告書で申告される方�

■問合せ　国保年金課　医療給付係　内線5381

従　来� 新　規�

3歳までの児童�
0歳～4歳の�
誕生月まで�

＋�

所得税非課�
税世帯の4歳児�
4歳の誕生月の�
翌月から5歳の�
誕生月まで�

手続
きは
�

お早
めに
�

飯
田
都
市
緑
化
祭�
飯
田
市
立
動
物
園�

春
の
写
生
大
会�

市長の留守番電話� 市民のみなさんのご意見、ご相談をいつでも�
お受けできるよう留守番電話を備えています。�23-8181



広報いいだ 4.1号〔9〕�

市 役 所からの お し ら せ �

4
月
の
納
税�

税
目
�

納
期
�
5
月
1
日
　
 
　
税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

（月）�

　
図
書
館
で
は
、不
必
要
と
な

っ
た
本
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。ご
希
望
の
方
は
、ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
４
月
３０
日
a
、５
月

　
２
日
c
の
２
日
間�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時�

▼
場
所
　
中
央
図
書
館�

▼
本
の
種
類
　
大
人
向
け
の
本
・

　
雑
誌
、児
童
向
け
の
本�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館�

　
1（
２
２
）０
７
０
６�

　
こ
の
制
度
は
、痴
呆
性
高
齢

者
、知
的
障
害
者
、精
神
障
害
者

な
ど
、精
神
上
の
障
害
に
よ
り

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
の
保

護
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、判

断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
分
け

ら
れ
た
後
見
、補
佐
、補
助
と
任

意
後
見
契
約
を
結
ん
で
行
う
任

意
後
見
が
あ
り
ま
す
。い
ま
ま

で
と
異
な
り
、戸
籍
や
官
報
に

は
載
ら
ず
、新
設
さ
れ
た
登
記

に
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。今
回
の
改
正
で
は
、本
人
の

意
思
を
で
き
る
だ
け
尊
重
す
る�

た
め
の
仕
組
み
も
用
意
さ
れ
、

制
度
を
利
用
す
る
場
合
に
は
家

庭
裁
判
所
が
本
人
の
言
い
分
を

聴
い
た
上
で
判
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。ま
た
、利
用
し
や

す
い
制
度
と
す
る
た
め
に
医
師

の
診
断
書
な
ど
が
あ
れ
ば
鑑
定

を
し
な
く
て
よ
い
場
合
を
認
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

▼
問
合
せ
　
長
野
家
庭
裁
判
所�

　
飯
田
支
部�

　
1（
２
２
）０
０
０
３�

　
納
税
は
社
会
の
基
本
的
ル
ー

ル
で
す
。日
頃
か
ら
納
税
の
た

め
の
資
金
手
当
や
納
付
の
期
限

に
十
分
注
意
し
、期
限
内
に
申

告
・
納
付
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。�

　
特
に
、消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
は
、消
費
者
が
負
担
し

て
い
る
税
で
す
か
ら
、確
実
に

納
税
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。�

○
納
税
資
金
の
備
蓄
等
に
よ
り
、

　
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。�

○
個
人
事
業
者
の
方
は
、振
替

　
納
税
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
税
務
署
　
総

　
務
課
　
1（
２
２
）１
１
６
５�

動物園の休園日�4月3日（月）◆10日（月）◆17日（月）◆24日（月）�
�

■問合せ　動物園�
　　22-0416

３５０年の伝統を誇る「竹田人形芝居」。洗練された人形と熟練の技を
もって、移ろいやすい人の世に、美しい心を伝えてきました。�
竹田扇之助記念国際糸操り人形館では、多くの皆さんに「竹田の糸
操り人形芝居」を親しんでいただけるよう「珠玉の小作品の定期公演」
と「糸操り人形劇のワークショップ」を開催します。�

マリオネットグループ「マスク」（竹田扇之助
館長のお弟子）による珠玉の小作品を定期公演で
上演いたします。是非、ご覧ください。�

◆5月から11月までの定期公演日前の金・土曜日の夜
　間に12回開講します。�
◆麻績の館（飯田市座光寺）を会場に、マリオネットグ
　ループマスクと竹田扇之助館長が指導します。�
◆受講費用は、指導謝礼や交流費用等で1回2,000
　円程度です。ほかに材料費（実費）が必要です。�
◆定員は15人です。４月末日までにお申込みください。
　（定員になり次第締め切ります。）�
◆申込み・お問い合せ先�
　○竹田扇之助記念国際糸操り人形館�
　　1（23）4222（月曜日休館）�
　○座光寺公民館（竹田人形を支える会）�
　　1（22）1401（土日休日以外）�

平成12年度　定期公演�
平成12年度　ワークショップ�

「あなたが作り、操る、竹田人形芝居」�

   ４月   ９日A �

 ５月 １４日A�

 ６月 ４日A�

 ７月 ９日A�

 ９月 １０日A�

 10月 ８日A�

 11月 １２日A�

 ２月 未定�

こびととくつや�

雨蛙なぜなくの�

雨蛙なぜなくの�

王様りんご�

王様りんご�

北風と太陽�

北風と太陽�

ねずみのすもう�

■公演は１日２回�
　午前11時～、午後2時～�
■料金（入館料とも）�
　大人500円（400円）�
　子供300円（250円）�
※（　）内20人以上の団体料金�
■問い合わせ�
　竹田扇之助記念国際�
　糸操り人形館�
　1（23）4222�
　月曜日と年末年始休館�

月 　日　　　上演作品　　　　ご　案　内�

あなたが、糸操り人形を作り、それを操る、ワークショップ�

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の�

期
限
内
納
付
を�

図
書
館
の
古
い
本
を�

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す�

4
月
1
日
か
ら
新
し
い�

成
年
後
見
制
度
ス
タ
ー
ト�

122-4511

国
民
健
康
保
険
税
4
月
分
�



広報いいだ 4.１号〔１０〕�

　
林
業
体
験
を
通
し
て
、森
に

親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時�

　
４
月
２９
日
g
　
み
ど
り
の
日�

▼
場
所
　
伊
賀
良�

　
梅
ヶ
久
保
公
園�

▼
内
容
　
林
業
体
験�

▼
定
員
　
２０
人�

▼
参
加
申
込
　
４
月
２０
日
e
ま

　
で
に
、林
務
課
へ
電
話
で�

▼
問
合
せ
　
林
務
課�

　
内
線
３
５
３
１�

　
先
に
お
配
り
し
ま
し
た
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し

て
訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
訂
正
か
所�

　
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
裏

　
面
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

　
ョ
ン
一
覧
中
、奇
数
月
第
４

　
土
曜
日
松
尾
地
区「
城
集
会

　
所
」は
同
表
の「
松
尾
支
所
横
」

　
に
移
転
し
、廃
止
し
ま
し
た
。

　
表
か
ら
左
の
図
の
と
お
り
、

　
削
除
を
お
願
い
し
ま
す
。�

育
樹
祭
を
開
催
し
ま
す�

　
こ
の
募
金
は
身
近
な
環
境
の

緑
化
、健
全
な
森
林
づ
く
り
や
、

国
内
外
で
の
緑
豊
か
な
環
境
づ

く
り
を
す
す
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。�

　
募
金
は
、隣
組
に
て
と
り
ま

と
め
、市
役
所
林
務
課
又
は
、各

支
所
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。�

▼
１１
年
度
実
績
　
４
７
３
万
円

　
の
ご
厚
志
を
い
た
だ
き
ま
し

　
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

　
し
た
。�

▼
問
合
せ
　
林
務
課�

　
内
線
３
５
３
１�

▼
問
合
せ
　
環
境
保
全
課�

　
廃
棄
物
対
策
係�

　
内
線
５
２
４
３�

緑
の
羽
募
金
に�

ご
協
力
を�

１２
年
度
版
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル�

カ
レ
ン
ダ
ー
の
訂
正�

国民年金からのお知らせ�
学生の国民年金免除制度が変わります�1

国民年金保険料の納付は前納がお得�2

学生は一般に所得がなく、保険料を自分で納めることが困難なため、保険料の免除制度があります。平成
１２年度から、この免除制度が次のように改正されました。�

毎月払いだと13,300×12か月＝159,600円�
前納では     　　　　　　　　　155,750円�

毎月払いだと13,700×12か月＝164,400円�
前納では     　　　　　　　　　160,430円�

3,850円�
お得です�

3,970円�
お得です�

定額保険料を納めている人�

定額保険料＋付加保険料を納めている人�

■問合せ　国保年金課�
　国民年金係　内線5424

159,600円を１年定
期（年率0.2％）で
預金したときの利
息は319円です。�

年率�
約5.5％の�
割引です�

４月に市役所から送られる「前
納専用の納付書」で５月１日
Bまでに納付してください。
口座での前納引き落としを
希望する場合は、依頼書の
提出が必要ですので国保年
金課までご連絡ください。�

　印鑑、学生証の写
し（又は授業料の払
込書の写し）を持っ
て市役所、支所でお
早めに手続きしてく
ださい。�

※免除期間は、10年以内なら追納することができます。追納すると、通常に納入した場合と
同様に年金額に反映されます。�

改　正　前� 改　正　後�改 正 点�

免除基準�

年 金 額�

親元世帯の所得や収入など�
学生本人の前年度所得（ただし学生
本人に、一定以上の所得があるとき
は認められない場合があります）�

免除期間は年金を受け取るため
に必要な期間に算入されるが年
金額が通常の3分の1になる。�

免除期間は年金を受け取るために必
要な期間に算入されるが年金額には
反映されない。�

免除の手続き方法�

前納するには�



市 役 所からの お し ら せ �

広報いいだ 4.１号〔１１〕�

122-4511

　
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
料
理

教
室
と
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

料
理
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。�

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
、住
所
、

　
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
お

　
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
期
限
　
４
月
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会
　
ス
ポ
ー
ツ
課
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1（
２
１
）３
０
０
１
�

青
年
海
外
協
力
隊
員�

身
近
な
遺
跡
を
め
ぐ
る�

見
学
会
参
加
者�

わ
ん
ぱ
く
冒
険
隊�

サ
ポ
ー
タ
ー�

幼児を持つ

保護者の料

理 教 室 �

2～3歳児を持
つ 保 護 者 �

毎月1回�
第2火曜日�午前10時�

～�
午後1時�

さんとぴあ�
飯田�

（東栄町）� 旧市内は�
車で送迎�
します�

託児あり�

毎月1回�
15日頃�

おおむね60歳
以上で独居又
は高齢者世帯�

高 齢 者 の

料 理 教 室 �

教室名� 対　象� 実習日� 時　間� 場　所� その他�募集人員�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�
毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�

毎週金曜日�
１３:３０～１５:３０�
４月１４日（金）�
１３:００～１７:００�
４月１８日（火）�
４月２８日（金）�
１３:３０～１６:３０�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
４月１５日（土）�
１０:００～１２:００�
４月１１日（火）�
１０:００～１５:００�
毎週日曜日�
９:００～１６:００�
第２、４火曜日�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�
５月１９日（金）�
１０:００～１５:００�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週木曜日�
９:００～１１:３０�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

５月２日（火）�
１３:３０～１６:００�
５月１日（月）�
１３：００～１６：００�

相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

ボランティア�
相 談 �
福 祉 よ ろ ず�
相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

税 務 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�
電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

戦傷病者・戦没者�
援 護 相 談 �

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくだ
さい。�

ユ ニ ー ４ 階 �

市 役 所 ２階 �
交 通 相 談 室 �

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

市 役 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�
市役所２０１号�
※ 予 約 制 �

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

交 通 防 災 課 �
内線  ２４３５�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

税 務 課 �
内線  ５１４１�
家庭児童相談室�

1２２-４５１１�
内線  ５３２７�

1５２-０６３３�

飯 田 中 央 �
保 育 園 �
1２２-４１３３�

保 健 厚 生 課 �
内線  ５３４５�
保 健 厚 生 課 �
内線  ５３８５�

特 別 �
（法律）�

一 般 �

市の交通相談は当面休止します。
県事故相談所をご利用ください。
平日９：００～１６：００　県合庁1２３-１１１１

15人�

15人�

募 

集�



広報いいだ 4.1号〔１２〕�

ISO14001

ISO14001は、国際標準化機構（ISO）の環境マネジメント
システムの規格です。�
市では環境文化都市を目指し、環境プランの推進やエコタ
ウンなどの事業に積極的に取り組んでいます。この一環とし
て、市役所本庁はISO14001認証を1月26日付で取得しました。�

●地域で、環境に配慮した活動をすすめるため、まず
行政が取得し、その推進役になります。�

●市役所の事業や事務を見直し、更に行政の効率
化をめざします。�
●文書化・標準化を進めることにより、責任体制など
をより明確にします。�
●省エネ、省資源に取り組み、行政コスト抑制に結び
つけます。�

平成  ８年  ４月   第４次飯田市基本構想策定�
 　　　　　　「環境文化都市」をめざす都市像に�
平成  ８年１２月  ２１'いいだ環境プラン策定�
平成  ９年  ３月  環境基本条例制定�
平成  ９年  ７月  通産省のエコタウン地域の指定を受ける�
平成１０年  ７月  平成11年度中のISO14001取得を表明�
平成１１年  ９月   環境マネジメントシステムの運用開始�
平成１２年  １月  ISO14001認証取得�

ISO14001取得までの主な経過�
　市の事業や事務が環境にかける負荷を、次の過程を
繰り返すことにより、最小限に抑えるシステム�
①取り組みについて、計画を立てる�
②手順に基づいて、実施・運用する�
③実績値や、内部監査に基づき点検する�
④システムを定期的に見直す�
　目標を達成したら、更に高い目標を設定し、継続的に
　改善を続けます。�

環境マネジメントシステムとは�

国際環境規格�国際環境規格�

飯田市役所は、�

を取得しました�

ISO14001を取得することのメリット�

●管内の事業所の取り組みを支援し、地域の環境改
善へと結びつけます。�
●出先機関へも取り組みを広げ、市民の皆さんにわ
かりやすい形で展開するよう努力します。�
●認証を維持するために毎年審査を受けます。�

これからの取り組み�

■行政としての取り組み�
　●ごみの再資源化推進�
　●エコショップの利用促進�
　●河川の多自然工法の実施�
　●太陽光発電施設の普及�
　●森林育成の普及�
　●公園緑地・街路樹等の落ち葉の堆肥化�
　●公害対策の推進�
　●環境問題の普及および啓発�
　●学友林の整備�
　●公共事業の建設副産物のリサイクル�
　●農業用廃プラの適正処理�
■事業所としての取り組み�
　●灯油・ガス・電気・公用車燃料使用量の削減�
　●コピー用紙使用量の削減�
　●庁内のごみ分別によるリサイクルの徹底�
　●グリーン購入の推進　　　　　　　　　など�

実際にこんなことに取り組んでいます�
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平成12年度市税等納期の一覧�

手続きは預金通帳、通帳の登録印、納付通知書を持って金融機関又は、納税課窓口で。�
◆申込書には納付通知書の納付義務者を正確に記入してください。�
・国民健康保険税は世帯主のお名前で（世帯主の方に課税するため）�
・固定資産税の名義は正確に（共有名義は外◯名、他◯名を忘れずに記入）�
・代納者がいる場合は、代納者でなく納税義務者で記入。�
◆口座振替は依頼書を提出していただいた月の翌月から開始となります。�
・申し込んでいただいた月は現金で納めてください。�
◆口座振替にしている方も次の場合は再度手続きをしてください。�
・固定資産の名義を変えたとき。�
・国民健康保険税で世帯主が変わったとき。�
・引落口座の名義を変えたとき。�
◆口座振替が不要の場合は解約手続きをしてください。�
・現在税金などの納付義務がなくても、将来、税金などが発生すると口座振替が復活します。�
トラブル発生の原因になりますので不要な場合には解約手続きを。�

市

県

民

税

�

軽

自

動

車

税

�

固

定

資

産

税

�

国
民
健
康
保
険
税�

国
民
年
金
保
険
料�

介

護

保

険

料

�

上
下
水
道
料�

Ａ地区�Ｂ地区�

【上下水道の地区】�

納　　期　　限�

口座振替のおすすめとお願い�

税金・料金は納期限までに納めましょう� ■納税課　内線5151

支
え
て
る 

み
ん
な
の
く
ら
し

税
金
が

中
学
生
の
「
税
に
関
す
る
標
語
」
入
賞
作
品
か
ら�

Ａ地区�

B地区�

4 月�
5 月�
6 月�
7 月�
8 月�
9 月�
10月�
11月�
12月�
1 月�
2 月�
3 月�

5月　1日（月）�

5月31日（水）�

6月30日（金）�

7月31日（月）�

8月31日（木）�

10月　2日（月）�

10月31日（火）�

11月30日（木）�

12月26日（火）�

1月31日（水）�

2月28日（水）�

4月　2日（月）�

�

1期�

�

2期�

�

�

�

�

3期�

�

4期�

�

1期�

�

4月分�

5月分�

6月分�

7月分�

8月分�

9月分�

10月分�

11月分�

12月分�

1月分�

2月分�

3月分�

　　　　�

�

�

�

�

�

10月分�

11月分�

12月分�

1月分�

2月分�

3月分�

4月分�

5月分�

6月分�

7月分�

8月分�

9月分�

10月分�

11月分�

12月分�

1月分�

2月分�

3月分�

�

4月�

�

6月�

�

8月�

�

10月�

�

12月�

�

2月�

3月�

�

5月�

�

7月�

�

9月�

�

11月�

�

1月�

�

�

�

1期�

�

2期�

�

3期�

�

�

4期�

月検針分� 月検針分�

または12・6か月前納�

または6か月前納�

旧市・座光寺・龍江・下久堅（南
原・中組・小林）・千代・久米を除
く山本・沢城・三穂（伊豆木）�
松尾・下久堅（知久平）・三穂（立
石・下瀬）・竜丘・川路・久米・伊
賀良・鼎・上郷�

税
金
・
料
金�納

　
期
　
月�



広報いいだ 4.1号〔１４〕�

　スポーツカレンダー�　スポーツカレンダー�
スポーツ大会-2 スポーツ大会-3スポーツ大会-2 スポーツ大会-3スポーツ大会-2 スポーツ大会-3

　　　県　営弓道場 ●飯田市鼎アーチェリー場＝飯田市鼎弓道場 ●「飯田市武道館」・「飯田市弓道場」の所在地は「飯田市宮の前」 ●TC＝テニスコート ●MG＝マレットゴルフ場�

教育委員会スポーツ課�
（財）飯田市体育協会�
　 （53）4545

問合せ�

通年開催事業�通年開催事業�通年開催事業�

対象者�大　会　名� 開催日� 会　場� 対象者�大　会　名� 開催日� 会　場�

テニスクラブ対抗戦�

第20回中央道沿線都市親善スポーツ大会�

　　早起き野球�

　　小学生バレーボール�

　　老人ソフト�

　　家庭婦人バレーボール�

　　剣道�

　　弓道�

　　マレットゴルフ�

　　柔道�

　　アーチェリー大会�

　　少年ラグビー大会�

飯伊高校バスケットボール強化リーグ大会�

第19回県学童軟式野球選手権大会�

第3回マレットゴルフ大会（8月大会）�

飯伊陸上選手権大会�

第45回日本都市対抗軟式野球大会飯田大会�

第28回県民さわやかスポーツ祭飯伊大会�

第4回飯田市マレットゴルフ大会（9月大会）�

県学童軟式野球選手権（秋季）南信大会�

飯伊地区高校秋期ラグビー大会�

陸上南信高校新人大会�

長野県ラグビー選手権飯伊地区予選�

第20回東日本中学生大会南信大会�

飯田テニス選手権大会�

バスケットボール秋季一般夜間リーグ戦�

第20回東日本中学生ラグビー大会県大会�

飯田市ＯＢ野球秋季大会�

第51回東海5県軟式野球大会飯田大会�

第17回信州飯田60歳以上ソフトボール大会�

飯伊地区中学校バスケットボール新人大会�

飯伊マレットゴルフ選手権大会�

第46回県下弓道大会�

風越登山マラソン大会�

秋季市民テニス大会�

家庭婦人バレーボールリーグ戦（後期）�

第75回飯伊地区秋季剣道大会�

陸上競技秋季記録会�

第6回全国中学校交流大会長野県大会�

�

�

�

�

�

7月30日（日）�

7月30日（日）�

8月5日（土）・6日（日）�

8月6日（日）�

8月6日（日）�

8月6日（日）�

8月6日（日）�

9月10日（日）�

10月15日（日）�

10月15日（日）�

8月4日（金）・5日（土）�

8月6日（日）�

8月12日（土）�

8月19日（土）・20（日）�

8月27日（日）�

9月3日（日）�

9月9日（土）�

9月9日（土）・10日（日）�

9月10日（日）・17日（日）�

9月8日（金）～10日（日）�

9月15日（祝）�

9月15日（祝）�

�

�

9月23日（祝）�

9月23日（祝）�

9月24日（日）�

�

9月�

10月1日（日）�

10月8日（日）�

10月9日（祝）�

�

10月15日（日）�

10月22日（日）�

10月22日（日）�

10月28日（土）�

押洞テニスコート�

�

今宮・押洞・県営�

鼎体育館�

�

鼎・緑中・鼎中体育館�

飯田市武道館�

�

座光寺MG�

飯田市武道館�

矢高運動場�

松尾総合運動場�

鼎体育館他�

今宮球場�

妙琴公園MG�

松尾総合運動場�

今宮球場�

松尾総合運動場他�

親水公園MG�

今宮球場�

長姫高校Ｇ�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

押洞・天竜峡TC�

鼎中体育館�

松尾総合運動場�

今宮・押洞運動場�

今宮球場�

今宮球場�

鼎体育館�

八幡山MG�

�

今宮球場・風越山山頂�

天竜峡・矢高TC�

鼎体育館�

飯田市武道館�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

協会員�

�

会員�

小学生�

一般�

登録チーム�

一般�

高校・一般�

一般�

小・中学生�

会員�

小・中・高�

高校生�

小学生会員�

会員�

小・中・高・一般�

会員�

小4～6・一般�

会員�

小学生会員�

高校生�

高校生�

社会人�

中学生�

協会員�

一般�

中学生�

40歳・50歳�

会員�

60歳以上�

中学生�

郡・市民�

高校・一般�

小学生以上�

一般�

登録チーム�

小・中・高・一般�

小・中・高・一般

中学生�

第28回県民さわやかスポーツ祭県大会�

秋季南信テニス大会�

飯伊サッカー選手権大会�

第14回地域ふれあいチャリティーダンスパーティー�

家庭婦人バレーボールリーグ戦（入替戦）�

ニュースポーツ2000 ペタンク�

長野県縦断駅伝競走大会�

長野県ラグビースクール交流大会�

第56回南信弓道大会�

飯伊総合9人制バレーボール秋季大会�

第17回体育協会長杯争奪バドミントン大会�

ニッタク杯争奪卓球大会�

長野県ラグビースクール交流大会�

飯伊総合6人制バレーボール秋季大会�

飯伊冬期サッカーリーグ�

飯田市長杯卓球大会�

家庭婦人バレーボール新春大会�

第15回新春地域ふれあいダンスパーティー�

飯伊地区高校ラグビー冬期大会�

平成12年度飯伊総合バスケットボール選手権大会�

ラグビー日本選手権1回戦観戦ツアー�

第22回市長杯争奪バドミントン大会�

ニュースポーツ2000 ソフトバレー�

飯伊地区ラグビースクール交流大会�

飯伊地区ラグビースクール交流大会�

会長杯卓球大会�

10月29日（日）�

�

10月～12月�

11月4日（土）�

11月5日（日）�

11月12日（日）�

11月18日（土）・19日（日）�

11月23日（祝）�

11月26日（日）�

11月26日（日）�

11月中旬（日）�

12月3日（日）�

12月3日（日）�

12月10日（日）�

12月～3月�

1月8日（祝）�

1月28日（日）�

2月3日（土）�

�

�

2月11日（祝）�

2月25日（日）�

3月上旬（日）�

3月11日（日）�

3月18日（日）�

3月25日（日）�

松本運動公園周辺�

天竜峡・矢高TC�

座光寺河川敷G�

飯田勤労者福祉センター�

鼎体育館�

矢高運動場�

長野市～飯田市�

松尾総合運動場�

�

上郷体育館�

松尾勤労者体育館�

上郷体育館�

松尾総合運動場�

鼎体育館�

座光寺河川敷G�

鼎体育館�

鼎体育館�

飯田勤労者福祉センター�

長姫高校グラウンド�

鼎体育館他�

秩父宮ラグビー場�

松尾勤労者体育館�

鼎体育館�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

鼎体育館�

選手�

協会員�

一般�

一般�

登録チーム�

市民誰でも

選抜選手�

小学生�

高校・一般�

高校・一般�

高校・一般�

小学生以上�

中学生�

高校・一般�

一般�

小学生以上�

登録チーム�

一般�

高校生�

高校・一般�

�

高校・一般�

小学生以上�

小学生�

中学生�

中学生以上�

●ふるさとウォーキング�
　　広報いいだ5月1日号でお知らせします�
●ニュースポーツ講習会�
　　地区の体育指導委員が計画し実施します�
●体力測定会�
　　地区の体育指導委員が計画し実施します�

7月20日（祝）�
［予］7月23日（日）�

9月15日（祝）�
［予］9月17日（日）�

9月17日（日）～�
11月末�

9月30日（土）・�
10月1日（日）�

2月4日（日）・10�
日（土）・11日（祝）�

10月29日（日）�
［予］11月5日（日）�

2月4日（日）・2月�
11日（祝）�

今宮・押洞・三日市�
場多目的G

県営飯田弓道場�
（三日市場）�

県営飯田弓道場�
（三日市場）�

10月9日（祝）�
［予］10月15日（日）�

県営飯田弓道場�
（三日市場）�



市 役 所からの お し ら せ �

広報いいだ 4.1号〔１５〕�

平成12年 飯田市　平成12年 飯田市　保存版

スポーツ教室� スポーツ大会-1スポーツ教室� スポーツ大会-1スポーツ教室� スポーツ大会-1
対象者�

略称を表す内容は以下のとおりです ●小＝小学生 ●中＝中学生 ●高＝高校生 ●一般＝小中高学生以外の一般社会人 ●三日市場弓道場＝三日市場運動公園　　　　

対象者�スポーツ教室名� 開催日� 会　場� 大　会　名� 開催日� 会　場�

22-4511

アーチェリー教室 �

　　慈恩館剣道教室 �

　　丸山少年剣道教室�

　　羽場剣道教室�

　　座光寺剣道クラブ�

　　上郷剣道クラブ�

　　鼎剣道部�

　　伊賀良剣道クラブ�

　　山本剣道クラブ�

　　松尾剣道クラブ�

　　竜丘剣道クラブ�

　　川路剣道クラブ�

　　三穂剣道クラブ�

　　龍江少年剣道クラブ�

　　千代少年剣道クラブ�

慈恩館居合道部�

慈恩館杖道部�

飯田市少年サッカースクール�

ミニバスケットボール教室飯田�

ミニバスケットボール教室上郷�

ミニバスケットボール教室座光寺�

ミニバスケットボール教室下久堅�

ミニバスケットボール教室山本�

ミニバスケットボール教室伊賀良�

飯田弓道教室�

飯田少年ラグビースクール�

上郷ラグビースクール�

竜丘ラグビースクール�

伊賀良ラグビースクール�

太極拳市民講習会�

太極拳市民講習会�

陣式太極拳講習会�

総合太極拳講習会�

陸上競技教室�

陸上競技秋季教室�

陸上競技技術講習会�

柔道教室�

柔道教室�

初心者テニス教室�

�

剣
道
教
室
・
ク
ラ
ブ�

4月～11月毎月第2日曜�

毎週火・木・土�

毎週土曜�

毎週日曜�

毎週土曜�

毎週日曜�

毎週土曜�

毎週日曜�

毎週月・土曜�

毎週火・土曜�

毎週土曜�

毎週土曜�

毎週土曜�

毎週土曜�

毎週日曜�

毎週水・金曜�

毎週日曜�

毎週日曜�

毎週2回�

毎週2回�

毎週日・水�

毎週日曜�

毎週土曜�

毎週日曜�

5月～7月下毎週火・金�

4月～3月毎週日曜�

�

4月～3月毎週日曜�

4月～3月毎週日曜�

�

�

8月6日（日）･12月3日（日）�

8月27日（日）･2月25日（日）�

4月8日（土）�

10月22日（日）�

3月10日（土）�

4月～3月毎週火曜�

4月～3月毎週土曜�

飯田市アーチェリー場�

飯田市武道館�

丸山公民館�

羽場公民館�

�

上郷体育館�

鼎武道館�

伊賀良小体育館�

杵原体育館�

松尾小体育館�

竜丘小体育館�

川路小体育館�

三穂小体育館�

龍江小体育館�

千代・千栄小体育館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

三日市場Ｇ・座光寺Ｇ�

�

�

�

�

�

�

市営弓道場�

飯田市総合運動場�

上郷小校庭�

竜丘小校庭�

伊賀良小校庭�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

切石体育館�

切石体育館�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

上郷柔剣道場�

座光寺麻績会館�

天竜峡テニスコート�

中・高・一般�

小・中・高・一般�

小・中・一般�

小・中�

小・中・一般�

小・中�

小・中・一般�

小・中・一般�

小・中・高・一般�

小・中・高・一般�

小・中�

小・中�

小・中・一般�

小・中�

小・中�

高・一般�

高・一般�

小学生�

小学生（3年以上）�

小学生�

小学生（3年以上）�

小学3年以上女子�

小学生（3年以上）�

小学3年以上女子�

初心者�

小・中学生�

小・中学生�

小学生�

小学生�

小・中・高・一般�

小・中・高・一般�

一般�

一般�

小・中・高・一般�

小・中・高・一般�

小・中・高・一般�

小・中学生�

小・中学生�

一般�

�

4月～3月小学毎�
週土・中学毎週日�

6月10日（土）・11�
日（日）・13日（火）�

6月25日・7月2日･�
16日･23日･30日�

10月14日（土）・15�
日（日）・17日（火）�

�

�

第50回東海5県軟式野球大会�

陸上競技春季記録会�

春季飯伊卓球選手権�

飯伊総合6人制バレーボール春季大会�

天竜峡健康マラソン�

第14回飯田やまびこマーチ�

第10回飯伊地区中学校バスケットボール選手権大会�

春季飯田テニス大会�

第48回市民弓道大会�

飯伊夏期サッカーリーグ�

平成12年度飯伊高校バスケットボール選手権大会�

第1回マレットゴルフ大会（5月大会）�

国民体育大会一般Ｂ飯田大会�

長野県市町村対抗駅伝競走大会�

第31回全国家庭婦人バレーボール大会飯伊予選会�

第51回全国官公庁軟式野球大会飯田大会�

第38回飯伊バドミントン選手権大会�

飯田市ＯＢ野球春季大会�

家庭婦人バレーボール若葉杯�

春季市民テニス大会�

飯伊総合9人制バレーボール春季大会�

第55回天皇賜杯全日本軟式野球大会飯田大会�

第13回水無月地域ふれあいダンスパーティー�

バスケットボール春季一般夜間リーグ戦�

第44回高松宮賜杯全日本軟式野球大会（1部）�

第44回高松宮賜杯全日本軟式野球大会（2部）�

愛知学院大対抗親善アーチェリー大会�

第28回県民さわやかスポーツ祭飯田市大会�

　　女子ソフトボール�

　　バドミントン�

　　マレットゴルフ�

　　ソフトバレー�

　　グラウンドゴルフ�

　　ペタンク�

太極拳フェスティバル�

第74回飯伊地区春季剣道大会�

第2回マレットゴルフ大会（7月大会）�

第20回中日杯争奪バドミントン大会�

家庭婦人バレーボールリーグ戦（前期）�

�

�

�

�

�

4月8日（土）・9日（日）�

4月8日（土）�

4月9日（日）�

4月16日（日）�

4月16日（日）�

4月22日（土）・23日（日）�

4月29日（祝）�

�

4月30日（日）�

5月～10月�

5月3日（祝）�

5月3日（祝）�

5月3日（祝）・4日（祝）�

5月7日（日）�

5月14日（日）�

5月14日（日）�

5月中旬�

5月21日（日）�

5月28日（日）�

�

5月28日（日）�

5月28日（日）�

6月3日（土）�

6月9日（金）～7月中旬�

6月10日（土）・11日（日）�

6月10日（土）・11日（日）�

6月中旬�

�

6月18日（日）�

6月18日（日）�

6月18日（日）�

6月18日（日）�

6月18日（日）�

6月18日（日）�

7月2日（日）�

7月2日（日）�

7月9日（日）�

7月9日（日）�

7月16日（日）�

今宮球場�

松尾総合運動場�

鼎体育館�

鼎体育館�

天竜峡�

りんご並木�

鼎体育館他�

押洞テニスコート�

飯田市営弓道場�

座光寺河川敷Ｇ�

鼎体育館他�

松尾八幡山MG�

押洞運動場・今宮球場�

松本陸上競技場周辺�

鼎体育館�

今宮球場�

松尾勤労者体育館�

今宮・押洞運動場�

鼎体育館�

天竜峡TC�

上郷体育館�

今宮球場�

飯田勤労者福祉センター�

鼎中体育館�

押洞運動場�

押洞運動場�

未定�

�

押洞運動場�

上郷体育館�

親水公園MG�

鼎体育館�

矢高運動場�

矢高運動場�

飯田市武道館�

飯田勤労者体育センター�

座光寺MG�

松尾勤労者体育館�

鼎体育館�

会員�

小・中・高・一般�

中学生以上�

会員�

中・高・一般�

誰でも�

中学生�

協会員�

高校生・一般�

一般�

高校生�

会員�

会員�

選手�

登録チーム�

会員�

高校・一般�

40歳・50歳�

登録チーム�

一般�

高校・一般�

会員�

一般�

一般�

会員�

会員�

県内クラブ員�

�

18歳以上女子�

18歳以上�

20歳以上�

30歳以上�

18歳以上�

小学生以上�

会員・準会員�

小・中・高・一般�

会員�

高校・一般�

登録チーム�

5月28日（日）�
［予］6月4日（日）�

4月30日（日）�
［予］5月5日（祝）�

座光寺小体育館・�
麻績の館�



井上直幸ピアノリサイタル�

綿半野原コレクション展

　綿半野原コレクションとは、平成11年春に綿半野原総
業株式会社より御寄贈いただいた、日本画・陶磁器・印
籠根付などの美術品コレクションです。この内訳は、飯田
市出身の滝沢具幸氏と、伊那谷の人形芝居をテーマとし
た大森運夫氏の作品125点の日本画と、明末の古染付を
主体とした137点の陶磁器、さらには江戸時代に流行した
印籠と根付類156点の、総計418点によって構成されて
います。本展ではこうした諸作品群を一堂に会し、綿半野
原コレクションがみせる絵画・工芸の美の競演をご堪能い
ただきます。�

　NHK「ピアノのおけいこ」で知ら
れている人気ピアニストを迎えての
ミレニアムスペシャル！�
日時　5月21日（日） 午後2時開演�
場所　飯田文化会館ホール�

マスタークラス（ピアノ指導）公開�
レッスン受講者及び聴講者募集！�
日　時：5月22日（月） 10：30～13：00�
場　所：飯田文化会館講習室�
受講料：20,000円�
聴講無料（聴講券が必要です）�

　日本演出者協会主催による
演劇セミナー。著名な講師陣を
迎え、今年は即興劇からミュージ
カルに発展させていきます。�

期間　5月4日（木）～7日（日）�
場所　飯田文化会館�
　　　　 ※詳細は飯田文化会館へ�

地域などで活躍している演奏家によるミニ・コンサート第7弾。�
日時　5月14日（日）　午後2時開演　�
会場　飯田人形劇場�

4.1
平成12年4月19日（水）～6月18日（日）�

第5回　萩元晴彦ホームタウンコンサート IN 飯田�

グリーンコンサート ～そよ風にのせて～�

○C  山崎慎一郎�
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●飯田文化会館�
　123‐3552

美
博
だ
よ
り�

●美博�
　122‐8118

飯田の文化財�
長姫のエドヒガン�
（おさひめのえどひがん）�

追手町２-６５５　美術博物館内�
�
天然記念物。�
樹高約２０ｍ、周囲４.５ｍ。�

広報いいだ 4.1号〔１６〕�

●開館時間：午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�
●休  館  日：毎週月曜日、5月23日（火）�
●入  館  料：一般500円（400円）・高校生300円（250円）�
　　　　　    小中学生200円（150円） �
　　　　　　　※（  ）内は20名以上の団体�

Ｓ席：3,500円�
Ａ席：2,000円�
　　　（高校生以下1,000円）�
　　　全席指定�

●参加費�
一　     般   29,000円（宿泊あり）�
　　　 　   18,000円（宿泊なし）�
中・高校生   26,000円（宿泊あり）�
　　　　    15,000円（宿泊なし）�

滝沢具幸「アラベスクー苑」昭和61（1986）年�

●チケット：500円�
　（小学生以上・全席自由）�


